
 

合格すれば必ず入学 

高校が示す出願資格 
（３年次の評定など） 
を満たす者が受検 
合格すれば必ず入学 

合格すれば入学もしくは 
公立高校受験を選択 

筑豊地区では福智高校のみ 

校長の推薦を
受けた者が受
検し、合格す
れば必ず入学 

→ → 

・ → → 

合格すれば入学もしくは合格私
立高校への入学を選択 
不合格で第２志望校合格の場合
は第２志望校へ必ず入学 
 

合格者が１０
人以上定員を
下回った学科
で実施 

      

 

 

    

進路実現にむけて！１・２年生も意識！ 
今、３年生は進路実現のため期末考査にむけて必死に学習に取り組んでいる姿があ

ります。中学校までは義務教育のため、９年間の学校生活が保障されています。しか

し、その後は義務教育ではないため、自分の力で進路先を切り拓いていく必要があり

ます。その時、ただ単にどこか高校に入ればよいという考えでは、次の生き方に大きな

影響が出ます。将来を考え、なぜ自分はその高校にいきたいのかなど自分の考えを持

つ必要があります。 

生徒が進路を選択するにあたっては、自分の将来の生き方や生活について夢や希望

を持ち、その実現に向けて計画を立て、自らの意志と責任で生き方を考えていくこと

が大事です。そのため、進路選択は、中学校卒業後の進路先の的確な情報収集のもと、

将来を見通して、自己の個性・能力・適性に関する十分な理解と検討のうえに、生徒自

らが納得いくものにする必要があります。そこで、担任や進路担当が中心に生徒との

進路相談は随時行われてきていますが、特に保護者とともに進める三者面談は重要な

場となります。生徒の主体的な進路決定に向けては保護者の理解と支援がなければな

らないからです。ご家庭での話し合いを十分に行いながら、学校と家庭が協力してい

くことが大切です。 

３年生は進路選択を考え、進路決定していく重要な時期になっていますが、それは３

年になって急に始まるものではありません。１・２年生での学習等の積み重ねがあっ

てのものです。１・２年生においても、日頃の教科の学習とともに望ましい勤労観・職

業観の形成、主体的な進路の選択と将来設計など進路に関する学習をしています。そ

のうえで、３年の進路学習につながっています。３年での進路実現がより充実したも

のになるよう、１・２年生の段階から進路について意識をしていく事ができるように

ご家庭のご協力をお願いいたします。そのことにより、３年生での進路実現がより充

実したものになっていきます。 

今月の君たちに贈る言葉 「進路実現！」 
 日々の努力を大切にし、進路実現に向かっていってほしいと願っています。 

中体連新人大会結果 

３年生引退後、新チームで新人大会を頑張りました。応援ありがとうございました。 

【野球】稲築東義務、嘉穂中、桂川中と合同チーム 嘉飯大会：予選敗退 

【サッカー】嘉飯大会：予選敗退 

【バレー男子】嘉飯大会： 予選敗退 

【バレー女子】嘉飯大会：準優勝 筑豊大会進出（１２月２１日） 

【バスケット男子】嘉飯大会：予選敗退 

【バスケット女子】嘉飯大会：予選敗退 

【吹奏楽部】中文連総合文化祭 参加 

【駅伝】嘉飯大会：男子１４位 ※総合体育大会のため、3年生も出場しました。 

 

３年生第２回進路説明会！１・２年生も意識！ 

 １１月８日（金）に３年保護者を対象に第２回進路説明会を行います。３年生はいよいよ受

験モードに入ってくる時期となりました。説明会では、高校入試の日程や必要な手続等につい

て学校より説明を行いました。昨年から、公立高校の第１２学区にも「特色化選抜」や「第２

志望校制度」が導入されるなど、入試の日程や出願方法が複雑になっています。３年生の皆さ

んは自分の行きたい進路をしっかりと見定め、１月後半から始まる受験に向けて日々の授業や

家庭学習に全力で取り組みましょう！また、１・２年生も進路実現を意識して日々の学校生活

を全力で取り組みましょう！ 

【令和７年度入学の私立・公立高校の入試の流れ】 

 私立高校 

 

 

公立高校 
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